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健康都市やまと総合計画・後期基本計画骨子（案）について（答申） 

 

 

令和５年３月１５日付けをもって諮問がありました健康都市やまと総合計画・後期基本計画

骨子（案）について、慎重に審議を行い、その結果、別紙のとおり意見を取りまとめましたので、

後期基本計画の策定あたっては、できる限りその趣旨を反映するようお願いいたします。 
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健康都市やまと総合計画・後期基本計画骨子（案）に対する意見 
 

１．計画期間（目標年次）と人口 

○目標年次における人口については、新たな人口推計によると、前期基本計画での推計と比較してピー

ク時人口の増大と時期の延伸が予想されており、後期基本計画期間内においては、２５万人近くまで

の増加が示されていることを踏まえ、この人口の規模を明確に表すように設定すること。 

 

２．土地利用の方針 

○土地利用の方針については、前期基本計画における方針を継承することが適切と考えます。 

 

３．基本目標を実現するための計画の体系 

○健康都市やまと総合計画・後期基本計画骨子（案）で示す個別目標を基本としつつ、以下の意見を反

映するように検討すること。 

 

（１）総括的事項 

 

・個別の課題に個別に取り組むだけではなく、施策間のつながりにより相乗効果が生まれるよう、様々

な施策や事業を連携させて展開することを意識した内容とすること。また、持続可能な開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）の観点から大和市の施策や取り組みを整理することにより、新たなつながりを見出すことが

できると考えるため、各個別目標とＳＤＧｓの各目標の対応関係を示すこと。 

 

【連携の例】 

①大和市における外国人市民に係る課題の解決という観点から、個別目標４－１に関わる「外

国につながる子どもへの学習支援」、個別目標７－１に関わる「学びを支える人材の育成」、

個別目標８－１に関わる「外国人市民の地域社会への参画促進」を連携させて取り組む。 

②全世代でのこもりびとの増加を防ぐという観点から、個別目標１－１に関わる「こもりびと

への支援」と個別目標４－２に関わる「児童生徒の不登校への対応」を連携させて取り組む。 

 

（２）個別目標に関する主な検討方向 

 

（個別目標１－１） 

・こもりびとへの支援について、子どもから大人まで全ての年代を対象とする必要があることを十

分に認識して取り組むこと。 

 

（個別目標１－２） 

・団塊の世代が７５歳以上となり、医療需要の増加等が見込まれる２０２５年問題に対応していく

必要があることを後期基本計画に課題として明確に示すこと。 

 

（個別目標２－１） 

・おひとりさまに関する取り組みにおいて、真に支援が必要なおひとりさまが躊躇することなく支

援を受けられるよう、相談場所等の周知を図ること。 

・被介護者のみではなく、介護者に対する支援も重要であるため、介護者に向けた取り組みについて

検討すること。 

 

 

 

別 紙 
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（個別目標３－２） 

・親が働ける時間の確保だけでなく、親子が一緒に過せる時間の確保も支援するよう、既存のめざす

成果「安心してこどもを預けることができている」に加え、新たなめざす成果の設定の必要性につ

いて検討すること。 

 

（個別目標４－２） 

・不登校の児童生徒に関する取り組みの方針を後期基本計画に記載する場合は、「不登校特例校分教

室」での取り組みを踏まえた内容となるように検討すること。 

・子どもの交通事故に関し、キックボードに乗る子どもの増加等、交通事故の発生に影響を及ぼす可

能性のある事案を踏まえた対応について検討すること。 

 

（個別目標５－１） 

・防災に関する取り組みにおいて、市民が災害時のリスクを理解できるように防災マップの活用に

ついて検討すること。 

・避難行動要支援者支援制度に関連し、推進メンバーを決めている自治会の割合が減少傾向にある

ことを踏まえ、自治会と市の連携について検討すること。 

・非常食料の備蓄に関連し、避難者として非常食料が配布される対象者は、全市民ではなく、自宅や

ライフラインの被害状況等に応じて限定されることを後期基本計画に明確に示すこと。 

 

（個別目標６－１） 

・資源の回収について、リサイクルステーションでの回収という従来からの方法は、高齢で資源の持

ち出しが難しい人や出し方のルールを守らない人の増加などにより十分に機能しなくなる可能性

があることを踏まえ、より適切な回収方法について検討する必要があると考えます。 

・人体に有害であったり、環境に負荷を与えたりする、もしくはその可能性がある物質による大気汚

染や河川の水質汚染に対する対応について検討すること。 

 

（個別目標６－２） 

・気軽に歩けるようになるためには、まず、快適かつ安全に歩くことのできる環境が必要と考えるた

め、快適で安全な歩行空間の整備に対する考え方について整理すること。 

・空き家に対し、保全のための適正な管理のみならず、利活用等、一歩進んだ対策について検討する

こと。 

 

（個別目標７－１） 

・大和市が掲げているブランド・アイデンティティ「絵本のまち やまと」について、市民にわかり

やすく後期基本計画に記載すること。 

・市立図書館に関し、貸し出す図書の量の増加だけでなく、行政資料も含めた蔵書の充実について検

討すること。 

 

（個別目標７－２） 

・多様な市民が主体的に文化芸術に取り組む環境の整備について検討すること。 

 

（個別目標７－３） 

・総合型地域スポーツクラブに関する方針を後期基本計画に記載する場合は、総合型地域スポーツ

クラブに関する取り組みの目的や目標などをわかりやすく説明すること。 
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（個別目標８－２） 

・都市農業の継続のため、農業の担い手不足への対応について検討すること。 

 

（３）健康な行政経営 

 

（方針２） 

・個別方針２－２「機能的でデジタル・ガバメントにも対応した組織・態勢づくり」において、デジ

タル・ガバメントの考え方をわかりやすく、具体的に示すこと。 

・デジタル技術の進展により、ハードウェア・ソフトウェアの更新頻度が増加する可能性があるた

め、それに伴う財政的な負担の増加に注意しながら行政経営に努めること。 

 

（方針３） 

・市の取り組みにおけるデジタル化の推進には、大部分の市職員がデジタル化に対応できるように

なることが必要と考えるため、その実現に向けた人財の育成について検討すること。 

 

４．その他 

○健康都市やまと総合計画・後期基本計画骨子（案）で示す後期基本計画策定の方向性を基本としつつ、

成果を計る主な指標について、以下の意見を反映するように検討すること。 

 

（全体） 

・成果を計る主な指標及びその目標値の設定においては、数値の増減や大小の善し悪しを判断でき、

適切に評価できるように当該指標の意味と設定理由を示すこと。 

 

（めざす成果１－１－１） 

・シニアクラブに関連し、活動状況をより適切に評価できる指標の設定について検討すること。 

 

（めざす成果１－１－２） 

・「こもりびと」に関する方針等を後期基本計画で示す場合は、「こもりびと」に係る取り組みに対応

する指標の設定について検討すること。 

 

（めざす成果２－１－１） 

・おひとりさまに係る取り組みに対応する指標を設定する場合は、おひとりさまに提供することが

できた支援の程度を適切に評価できるように検討すること。 

 

（めざす成果２－１－２） 

・介護者に向けた取り組みの成果を把握するための指標の設定について検討すること。 

 

（めざす成果２－２－１） 

・協議体について、市域全体への設置（日常生活圏域ごとに全１１箇所）を目指して指標「協議体の

設置数」の目標値の設定について検討すること。 

 

（めざす成果３－１－１） 

・児童虐待への対応に関する方針等を後期基本計画で示す場合は、その成果を把握するための指標

の設定について検討すること。 

 

 



4 

（めざす成果３－２－１） 

・保育所等の待機児童に関する状況を正確に把握できるよう、指標「保育所等の待機児童数」のみで

はなく、待機児童の発生に影響を及ぼす項目の指標の設定についても検討すること。 

・アンケートにより収集した保育所利用者の感想等に基づく保育所等の運営に関する指標を設定す

ることも取り組みの検証や改善に有効と考えます。 

 

（めざす成果４－１－１） 

・自ら学びに向かうようにするための効果的な教育方法と考えられる「調べる学習」を一層推進でき

るよう、児童生徒の調べる学習への取り組みの状況を適切に評価できる指標の設定について検討

すること。 

・国のＧＩＧＡスクール構想に基づく取り組みに関連し、１人１台端末等を用いた新たな学びの効

果等を計る指標を設定する場合は、その効果等を適切に評価できる指標となるように検討するこ

と。 

 

（めざす成果４－１－２） 

・学校において児童生徒の情報活用能力を向上させる授業を実施するためには教職員の情報活用能

力の向上が必要と考えるため、情報リテラシーに関する研修等、教職員の情報活用能力向上に係る

取り組みの量がわかる指標の設定について検討すること。 

・特別支援教育センターにおいて、児童生徒やその保護者への対応に加え、教職員の研修も実施して

いることから、当該研修の成果に関する指標も行政活動の指標として適当と考えます。 

 

（めざす成果５－１－１） 

・住宅の耐震化に関する指標を設定する場合は、適切な評価に向け、正確に状況を把握できるように

することを第一として検討すること。 

 

（めざす成果５－２－２） 

・令和５年４月より、法的に大人も含む自転車用ヘルメットの着用が努力義務となったことを踏ま

え、着用率等、ヘルメット着用に関連する指標の設定について検討すること。 

 

（めざす成果６－３－１） 

・気軽に歩ける環境の整備に関する指標を設定する場合は、その成果を適切に評価できる指標とな

るように検討すること。 

 

（めざす成果７－１－１） 

・図書館に関する取り組みに対して図書のストックとフローの両面から評価できるよう、既存のフ

ローに係る指標に加え、蔵書数や蔵書における新しい書籍の割合など、ストックに係る指標を設定

することについて検討すること。 

 

（めざす成果８－２－１） 

・商店街の活性化に向けた取り組みの成果や文化創造拠点シリウス開館による商店街への影響を計

ることができるよう、商店街の活動状況を適切に評価できる指標の設定について検討すること。 

 

（めざす成果８－３－１） 

・指標「自治会への加入世帯割合」の目標値の設定について、減少傾向にある現状を踏まえ、維持す

ることを第一として検討すること 

 


